
介護現場の安全向上と身体負担軽減をめざして

主 催：公益財団法人テクノエイド協会 

実施機関：公益財団法人フランスベッド・ホームケア財団 

協 力：JASPA介護リフト普及協会 

会 場：札幌市産業振興センター 

日 程 : 令和8年7月24日(金)～25日(土)

受講者数：24名

令和８年度リフトリーダー養成研修
IN 札幌



今年度の研修ハイライト
• 例年より介護事業所（介護福祉士等）に所属されている方の割合が
多かったです。

• ５年ぶりに病院からの申し込みがありました。

研修の目的
• 「身体機能のアセスメント手法や身体機能に合わせたリフトの選定、

活用方法を学び、利用者の安全を守るための技術を習得し、介護に携

わる専門職の資質向上を図っています。」

研修プログラム（講義・演習）
• 1日目：講義（リフトリーダーとは／腰痛対策／介護作業とリフト）

• 2日目：演習（5機種の移乗演習／実技テスト）
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参加者データ(24人）
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研修を知った手段（アンケート結果より）

当財団ホームページ

公益財団法人テクノエイド

協会のホームページ

上司からの情報提供

その他

ここ数年で初めて病院所属の方が
複数受講され、医療現場でのリフト活用
ニーズが高まっていることがうかがえました。
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１日目 講義準備 ２日目  演習準備

ベッド搬入

準備の様子

リフト搬入とセッテングの様子

リフトについては５社の福祉用具の事業者
ベッド搬入はフランスベッド（株）に
ご協力いただきました。
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協力業者の紹介
業者名 提供機種 形式 当日のサポート内容

株式会社 モリトー ❶つるべー 据置型 リフト可動

◆自社リフトの説明
◆各受講生の実技演習の支援
◆実技試験の試験官
◆試験時のモデル

※毎年札幌までお越しいただき、準備
から指導までご協力いただいています。

パシフィックサプライ株式会社 ❷モーリフト 可動式

株式会社ミクニライフ＆オート ❸マイティエース 据置型 リフト可動

株式会社竹虎 ❹かるがる 据置型 リフト可動

株式会社いうら ❺移動式リフトEL 可動式

株式会社ジェー・シー・アイ 当日は機種提供はなし（マイティエース搬入）

❷ ❹❸ ❺❶
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演習の様子

市川講師のデモ【椅坐位）
車椅子での安全な椅坐位づくりのデモ

つるべー（据置型）で
ティルト式車椅子に座る

移動式リフトEL
基本操作と移乗手順の説明

モーリフト（可動式）
可動式リフトを用いた移乗体験

かるがる（据置型）
据置型リフトでの姿勢保持を
確認しながらの移乗

マイティエース（据置型）
据置型リフトによるベッドから移乗
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アンケート結果（回答者11名 回答率45.8％）
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満足を選択した理由（一部抜粋）

⚫ 座学も知らないことがたくさんあり、とてもいい学びになった。実技演習も
いろいろなパターンで練習できたのでよかった。

⚫ 実技は、少人数グループ分けされており、集中して学べ、疑問点などその場
で確認ができる状況がとてもよかった。

⚫ 講義で実例を出しながら教わることができて為になった。実技では必ずやら
なければならないこと、人や環境によって適宜変更することを学べた。

⚫ 福祉用具の重要性と、利用者にとっても快適な介護に繋がることがわかった。
リフトを初めて体験したが、想像していたより心地よいものだった。

やや満足を選択した理由（一部抜粋）

⚫ 研修と試験は違う会社が行っているのは理解したが、もう少し試験内容
 （特に筆記）に関して則した内容にしていただけると助かる。
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11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リフト演習の理解度
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評価

• 受講生が講義・演習中も積極的に講師やサポートスタッフに質問をする

様子が見受けられ、より満足度が高まったものと思われました。

• 筆記試験において講義内容にない問いが出ることは毎年の課題となって

おり、主催機関・実施機関・協力機関の三者で検討する必要があります。

次年度への提案

• スリングシートが当日になって種類が一つ足りないことが判明しました。研
修生の演習に影響するため、前日のリフトセッテング時に講師に確認をして
いきます。

• 演習が2日間あるとよかったという意見が複数ありました。テクノエイド協
会がプログラミングしているため、その意見を報告するとともに、リフトの
種類を絞り、研修生の実技回数を多くする等、演習方法も検討していきます。
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まとめ

参加者への感謝

• 本研修にご参加いただき、誠にありがとうございました。2日間を通じて熱心に
取り組んでいただき、移乗支援の質向上に向けた学びの場となりました。

協力業者への謝意

• 機器提供・搬入・設置、演習支援など多方面でご協力いただいた事業者の皆さ
まに深く感謝申し上げます。皆さまのご支援により、充実した演習環境が整い
ました。

リフトリーダーの役割

• リフトリーダーは、安全な移乗支援と職員の身体負担軽減を推進する重要な役
割を担います。本研修で得た知識と技術が現場改善に活かされることを期待し
ております。

次年度以降の抱負

• 札幌地区の高いニーズを踏まえ、演習環境のさらなる充実や開催体制の工夫を
進め、より学びやすい研修を目指します。
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介護の安全を、これからも
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